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審 査 結 果 の 要 旨 
 

１.論文の評価 
 本研究は磁気浮上システムにおいて，消費電力を抑えることのできる零パワー制御を用いながら，浮

上体の傾きも制御可能なシステムを開発したことである．本機構は，従来にはなかった全く新しいユニ

ークな提案であり，そのことを理論上だけではなく，実験装置も新たに試作して確認を行っている．以

上のことより，有意義な研究であり，産業界にも応用が期待できる内容となっている． 

 零パワー磁気浮上機構は，永久磁石と電磁石を併用したハイブリッド磁石を使い，永久磁石の吸引力

と重力の釣合い位置で浮上させることにより，消費電力を抑制するものである．しかし，釣合い位置は，

浮上体の重さによって変化する．近年，産業界ではクリーンルームなどで塵埃を避けるために，零パワ

ー制御を用いた磁気浮上搬送が利用されるようになってきたが，物を運搬するスライダーは，浮上用の

磁石を４隅に配置しており，搬送体の重心位置が中央からずれた場合には，スライダーが傾いてしまう． 

 本研究は，この傾きをなくす，または能動的に制御するとともに，平衡位置においては，エネルギ消

費がない機構を提案したものである．原理としては，浮上用のハイブリッド磁石，または新たに付加し

た永久磁石を，水平面内で移動できるような構造とし，アクチュエータによってその位置制御を行うこ

とにより，提案の機構を実現する．磁石位置を変化させることによって，浮上体のモーメントを変化さ

せることが可能となり，零パワー制御と姿勢制御の２つを同時に達成することが可能となる． 

 一つ目の論文は，ハイブリッド磁石の位置を変化させることによって姿勢制御を行うことを，２つめ

の論文は，付加した永久磁石の位置を変化させることによって姿勢制御を行うことを，提案している．

また，新たに，搬送装置の浮上用レールが積層鋼板である場合には，磁気抵抗に方向性を持つことが考

えられ，そのことを用いた姿勢制御も提案している． 

 論文委員会の意見としては，以上の内容は博士論文として十分な内容があり，価値の高い論文である

と判断した． 

２.審査の経過と結果 
（１）令和元年７月３日 博士後期課程委員会で学位論文の受理を決定し、５名がその審査委員と

 して指名された。 
（２）令和元年８月２２日 公開論文審査発表会及び最終試験を実施した。 
（３）令和元年９月４日 博士後期課程委員会で学位授与を可とし、教育研究審議会で承認された。 


